
まえがき＝ 21 世紀に暮らす我々のエネルギーを根底か
ら支えているのは未だ化石燃料である。中でも膨大に賦
存し，他の燃料に比べて安価な石炭は，その主要な地位
を占め，現在では全世界の一次エネルギー供給量の約 3
割を賄い，なお需要拡大傾向が続いている。我国におい
ても，炭酸ガス排出量削減の義務を負いながらも , 石炭
の一次エネルギー供給量におけるシェアは減ることがな
く，2010年においても現状と同様の20％程度のシェアを
維持するものと予想されている1）。また，昨今の世界的
粗鋼生産量の増加に起因して，コークス用原料炭が著し
く高騰するのみならず，中長期的には良質な粘結炭資源
の枯渇も懸念されており，粘結炭の使用量の削減，更に
は，従来はコークス材としての適用が困難とされてきた
劣質炭の有効活用が重要な課題となっている。
　石炭を現状以上に高効率利用できれば，炭酸ガス削減

に直接結びつくが，石炭中に含まれる灰分は，燃焼炉に
おけるファウリング，スラッギング，また溶鉱炉内での
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1．2．3　連続式ハイパーコール製造試験（BSU試験）









　これらの結果に加え，軟化溶融性を示さないON炭や
ML炭においては，得られたHPCがそれぞれ 275℃，184
℃と低い温度で軟化し，測定限界以上の高い流動度を発




